
   市立千歳市民病院経営改革会議設置要綱

（設置）

第１条 地域に必要な医療提供体制を確保し、安全で質の高い医療を持続可能なものと

することを目的として、市立千歳市民病院（以下「市民病院」という。）の経営形態

等について学識経験者等から広く意見を聴取するとともに、市立千歳市民病院改革プ

ラン（以下「改革プラン」という。）の進捗状況の評価を行うため、市立千歳市民病

院経営改革会議（以下「経営改革会議」という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 経営改革会議は、市長の求めに応じ、次に掲げる事項について所掌する。

（１）市民病院の経営形態について検討し、意見を述べること。

（２）改革プランの実施状況について評価し、報告すること。

（３）その他市民病院の経営上の課題について検討し、意見を述べること。

（組織）

第３条 経営改革会議は、委員８人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が依頼する。

（１）学識経験者

（２）医療関係者

（３）住民の意見を代表する者

（４）その他市長が必要と認める者

３ 経営改革会議には、必要に応じアドバイザーを置くことができる。

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、改革プランの実施状況の評価が終了するときまでとする。

（会長及び副会長）

第５条 経営改革会議に会長及び副会長を置く。

２ 会長及び副会長は、委員が互選する。

３ 会長は、経営改革会議を代表し、会務を総理する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務を

代理する。

（会議）

第６条 会議は、会長が招集し、会長が議長となる。



２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

３ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議の出席を求め、意見又は

説明を聴くことができる。

４ 会議は、公開する。ただし、公開することにより会議に著しい支障を及ぼすおそれ

があるなど、相当の理由があると会長が認めた場合は、これを非公開とすることがで

きる。

（庶務）

第７条 経営改革会議の庶務は、市立千歳市民病院事務局経営企画課において行う。

（補則）

第８条 この要綱に定めるもののほか、経営改革会議の運営に関し必要な事項は、会長

が経営改革会議に諮って定める。

附 則

この要綱は、平成 21年５月 26日から施行する。


